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で構成されている。第 1 章の研究背景に続き、第 2 章では DNA スピンラベル系の量子コンピュータに向





カル（1 電子 2 核スピン系）等の分子スピン系で実行可能であることを示した。第 4 章では、マイクロ波
による核スピン状態制御について、適切なラジカル分子系や分子配向の検討を行った。第 5 章では、量子
コンピュータによる量子化学計算を目的とし、配置状態関数を量子コンピュータに入力する量子アルゴリ
ズムの研究を行った。 
本博士論文は、分子スピン量子コンピュータの実現に向けた化学系知見・ESR 実験法の理論・新規量
子アルゴリズムの開発に関して分子スピン系を対象とする量子情報科学に寄与するところが大きく、博士
（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
